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会員の皆様。 

クリスマスまであと 1 週間少しとなりました。デンマークに住みはじめてもうすで

に何年もクリスマスを経験している私たちにとって、クリスマスデコレーション、

アベンドの蝋燭、窓の飾り、クリスマスカード、クリスマスプレゼント、 クリスマ

スツリーなどはデンマーク人と同じくらいに親しんで

きています。クリスマスは家族との交わりを大切にし

た行事で、１年のうちで誕生日パーティ一の次にまた

は同じくらい家族が沢山一同に集まる行事ですね。 

そしてクリスマスの晩餐はそれぞれの家庭が長年親し

んできたお料理をとても大切に引き継いでいますね。 

 

クリスマスが終わるとそのすぐ後に、今度は日本人にとっては昔を思い出す、懐か

しい新年のお祝い、たとえ日本とは全くやり方が違っていても、そして大晦日前の

大掃除はしないとしても、それに元旦の厳粛さは日本ほどにはないけれど、シャン

ペンで乾杯するのはデンマークの習慣を受け入れているからで、でもどこかに日本

人気質が潜んでいて、元旦の朝起きたら、心を引き締めて、新しい年を心から祝う

のではありませんか？ 

そしておめでとうございますと言う言葉が、妙に郷愁を引き起こし、嬉しくなるの

も事実ですね。 

 

Klub Japan では、2014 年もまた、新しい年を祝うと

いう行事を、会員の皆様と一緒に新年会という喜ばし

い形で行いたいと思います。そして 1 年の始まりに、

今年も健康で幸福でいられますようにとお互いに祈り

ましょう。出来るだけ多くの会員が時間を割いて参加

してくださることを心から願っています。 

 



 

1.                             2014 年  新年会の  ご案内 

 

日時 2014 年 1 月 24 日 （金） 午後 18 時より 

場所 SELFISH セルフィッシュ   

         Elmegade 4, 2200 KBH  N  電話 35 35 96 26     

※ 中央駅から５A のバスで Elmegade 下車、歩いて 2 分のところにあります。 

費用 200 ｋｒ. （飲物代は別途支払い）会場で現金で集めさせていただきます。  

メニュー 前菜 

 焼き鳥＆から揚げ 

 サラダ 

 寿司盛り合わせ 

※ 会場は Klub Japan 貸し切りになりましたので、歌を歌ったり、ちょっとした

遊びも用意します。楽しみにしていて下さい。 

※ 参加申し込み締め切りは 1月 20日 月曜日です。 申し込み後の取り消しは

20 日まで無料、その後はお料理の代金 200ｋｒをいただくことになります。 

 

 

 
2.                             2013 年  忘年会  ご報告 

 



 
11 月 23 日土曜日にダミンドラにおいて開かれた

Klub Japan の忘年会には 10 名の会員が参加しま

した。 

 

お料理は盛り付けが美しく、味も良く、とても満

足のいくお料理でした。 

 

 



    

 

おしゃべりはことのほか弾んで、新しく参加された新全員

も交えて、とても大変楽しいひと時を過ごしました。 

 

デンマークの 12 月の定番の Pakkeleg ではサイコロの目

に踊りあがって歓声が沸き、プレゼントの包みは右へ左へ

行ったり来たり、そのたびにがっかりしたり、喜んだり、

笑いが絶えない愉快なひと時でした。 

これで，ポシティブで、幸せな時間を持ってこの一年の締

めくくりになりました。 

この一年皆さんご苦労様でした。 

<報告：ピーターセン 知恵子> 

 
 

 

3.     Mangefoldigheds plejehjemの見学会に行って来ました。 
 

デンマーク初Mangfoldigheds plejehjem（多様性対応老人ホーム）がコペンハーゲン市に誕生しま

した。平たく言えば、あらゆる民族の老人を積極的に受け入れるホームということができるでしょう。 

私たちクラブジャパンは、コペンハーゲン市が外国人を積極的に受け入れる養護老人ホームを作

る計画を知り、1 年余り前からデンマーク少数民族支援グループの一つとして市の担当係等と連

絡を取ってきました。今回、Amager にもともと存在した市営老人ホーム兼ケアセンターPeder 

Lykke Centret が新たに「多様性対応老人ホーム」として生まれ変わり 10 月 28 日に見学会は開

かれるとの通知を受け、二人のメンバーが視察して参りました。 

<市営養護老人ホーム・Peder Lykke Centret の概要> 

 住所：Peder Lykke Vej 65  2300 København S   最寄り駅： DR Byen (メトロ) 

 全 144 室（うち夫婦用アパートメントが 4 室）が 6 つの居住区画に分かれています。 

 一室の広さ（個室）は約 22ｍ２、バスルーム付き。 

 朝、昼、夕食および午後間食付き。食事は食堂で定刻にサービスされる。個室での食事も

むろん可。食事時間外も、いつでもお湯を沸かしたり食べ物を温めたりしてくれる。 

 外出（昼間）、ゲストの訪問は自由。 

 必要があれば 24 時間いつでも介助を頼める。 



 

 

 

< Peder Lykke Centret の多様性対応老人ホームとしての特徴> 

 介護職員は他国出身者がかなり多く、またデンマーク以外の文化風習や多様性に対処するよ

う教育を受けている。 

 自室内あるいは建物の一角で出身文化や宗教に関係するお祈り等をすることができる。 

 食事は居住者の要望に沿うよう、最大限の努力がなされる。キッチン従業員も非常に多くの

国の人間で構成されており、多様な要望に沿えるよう教育されている。 

 建物内で（他の居住者に迷惑が及ばない限り）出身文化にちなんだ行事（お祭りなど）を催

すことができる。 

 

見学会に参加したメンバーの感想は、まず第一に、とても雰囲気が良いということでした。職員も

居住者も皆さん表情が明るく、人間関係がよさそうに見受けられました。また、個人の自由が最大

限認められているのを感じました。例えば喫煙も自室内では認められていて、そのせいで廊下など

も若干煙草のにおいがしますが、それも「人の家」という雰囲気を添えているような気がしました。

一番大事なのは「多様性の尊重」が規則にうたわれているだけでなく、実際に感情レベルで受け入

れられることですが、この分なら、今後異国出身の居住者が民族衣装で歩きまわったり、ゲストを

招いて料理を外から持ち込むなどしても、快く受け入れられるだろうという印象です。 

ホーム内を見せてくださった職員の方に、クラブ・ジャパンからの質問をいくつか投げかけてみ

ました： 

1． 日本人が仮に今この施設に入りたいと希望した場合、入居は可能ですか？その場合どのような条

件がありますか？ 

答え：コペンハーゲン市に籍があり、市の”Visitation” の係の職員によって老人ホームに入った

ほうが良いと判断された人であれば誰でも入居する権利があります。当施設に連絡いただ

き、ウェイティング・リストに名前を載せてください。入居には優先順位等はなく、よほ

どの例外を除いて、早い人順に入れるようになっています。待ち時間は、時と場合によっ

て大きく変動するので、お約束はできません。 

2． 日本人が入居した場合、食事等の対応はどれだけしていただけるのでしょうか？ 

答え：要望に沿って、たった一人にでも毎日でも日本食を出せるようにするつもりです。 

3． 今まで一般老人ホームだった貴施設が今回、特別に多文化多様性に対応するホームになるにあた

って、コペンハーゲン市から受ける特別な予算（あるいは援助金）はどのくらいですか？ 

  答え：特別予算は全くつきません。今までの予算と同じ中でやりくりして行きます。 

  上記の答えにもあるように経済的な制約があるため、文化の多様性に対応したケアにもある程度

限度が生じます。例えば、一人の異文化出身入居者のために料理人を新たに雇って毎食提供した 

り、その言語ができる介護職員を雇って付き添わせることは無理です。 



    

 

そもそも根本的に、多様性対応老人ホームを現実化する際、市には新たに施設を作る余裕が無か

ったため、既存の一般老人ホームであった施設の運営を変更しただけなので、元からいる居住者

やウェイティングリストに載っているデンマーク人が未だに圧倒的大多数であり、また、公平を

期するため、デンマーク人の既存居住者を外に移したり、ウェイティングリストの中から外国人

だけ積極的に入居させるといった特別な措置も

講じられません。 

ですから、今後どれだけ異国出身者が入居して

ゆくかは未知数ですし、ウェイティングリスト

制をとり続ける以上、同じ国出身者が近くにま

とまって住める等の配慮も全くされません。便

宜上、主要使用言語はデンマーク語（あるいは

英語）ですし、要望のない限りは食事も、大多

数であるデンマーク人に合わせた内容が維持されます。      Peder Lykke Centret 外観           

それでは一体、一般老人ホームとは何が違うのでしょうか。端的にいえば、「受け入れ体制があ

ると公言したこと」が大きな違いです。今現在異文化出身居住者はたった 1 人（アラブ人）と聞

いていますが、ひとりひとりの要望に耳を傾け生活習慣や娯楽、食事をなるべく要望に沿った形

で提供する、その用意があるということです。具体的にいうと介護のガイドラインを多文化対応

型に作り直したり、職員に教育/訓練を施したりということが行われており、あとは、新しい異

文化出身入住者が出次第、臨機応変に善処するというわけです。 

日本人のように、デンマークに少数しかいない民族の場合、せっかく多様性対応老人ホームに入

れても、周りに日本語の通じる人は全くいない、という状況に変わりないでしょう。 

ただ、自分が大勢のデンマーク人の中でたった一人の日本人であるというより、いくつもの国の

出身者が集まった中のたった一人の日本人であるほうが自己表現しやすいということはあるでし

ょう。みんなの言っていることが理解できないと口に出したり、一人だけ別なものを食べたいと

言ったりすることが「悪いこと・迷惑なこと」でなく「自然なこと」として受け入れられる環境

に住めたら、それだけでも毎日の生活がずっと気楽になるかもしれません。 

このコペンハーゲン市の新たな試みを、期待外れとみるか大きな前進とみるかは、私たち一人一

人の評価次第とも言えるでしょう。 

<報告：高橋 ゆり子> 

※ なお、この記事の施設についてもっとお知りになりたい方は、Klub Japan に直接お問い合わ

せください。質問の仲介や見学付添い等のお手伝いもいたします。 



1.  

 

4.      Klub Japan、2014 年上半期の活動予定 

 

 クラブ・ジャパンのロゴが生まれ変わります。 

現在、Klub Japan の新しいロゴのデザイン作業が進んでいます。３種類のデザイン候補が

出そろう予定です。会員の皆さんには好感度の高いロゴを投票していただき、組織のロゴと

して決定します。投票は、１月になる予定です。メールまたは郵便で候補デザインと投票用

紙が皆さんに送られます。 

 

 会員でない方も参加できる、公開型の交流会が３月に開催されます。 

Klub Japan の願いは、デンマーク国内に住む日本人高齢者と支援者のネットワーク作りで

す。そのためには、より多くの高齢者の方一人一人の居住先、生活状況や生きがい、要望等

を知ることが出来たらと考えています。クラブジャパンの会員であってもなくても、より多

くの方々と知り合うために、私たちは交流会を今後数回にわたり、定期的に催したいと考え

ています。 

第一回目は３月上旬。テーマは「昭和の歌」です。みんなで集まって、楽しく声を合わせて

歌ったり、おしゃべりしませんか？あなたのお友達を是非、お連れください！ 

詳しい招待状は、２月ごろお届けする予定になっています。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

             ♦ お知らせ ♦ 

Klub Japan に関する『なんでも質問、相談』の電話番号は： 

22 59 66 61 / 74 75 52 50 

朝９時から夜の９時まで、対応いたします。 

メールでのお問い合わせも随時受け付け中です： 

klubjapan@gmail.com 

Klub Japan 理事会一同 

 


